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＜オービタル＞

2005年 COTS発表

2006年 ビゲロウ試験モジュール打上げ

2006年 COTS 企業選定

2007年 ビゲロウ試験モジュール打上げ

2010年 CCDev1発表

2010年 SpaceX、COTS最初のデモ

2011年 CCDev2発表

2012年 SpaceX、COTSデモ完了

2012年 CCiCAP発表

2012年 SpaceX、ISS貨物サービス開始

2012年 ビゲロウISS拡張モジュール契約

2013年 オービタルサイエンスCOTSデモ

2015年? 商業有人宇宙機開発達成

2017年? ＮＡＳＡ有人商業輸送サービス利用開始

LEOの商業化

1984年
商業打上げ法

1990年代
民間有人黎明期

1995年
FAA/AST設置

宇宙旅行ガイドライン検討開始

2000年
有人宇宙投資本格的に

2001年
宇宙旅行元年

2004年
CSLAA（商業打上げ改正法）通過

＜サブオービタル＞

1996年 Xプライズ財団設立

2001年 Xプライズに宇宙旅行保険

2004年 モハベスペースポート認可取得

2004年 アンサリＸプライズ達成

2006年 オクラホマスペースポート認可取得

2008年 スペースポートアメリカ認可取得

2009年 スペースシップ2、ロールアウト

2010年 セシルフィールドスペースポート認可取得

2010年 NASA、CRuSR（その後FOP)設置

2010年 スペースシップ2テスト飛行開始

2012年7月 アルマジロ最初の商業運行認可

2012年10月 アルマジロ最初の商業打上げ

2013年2月 ニューメキシコ州で法案成立

2013年？ 宇宙旅行実現

ゲームチェンジング



■これまでの技術開発

■宇宙ベンチャーの台頭
LEOテレコムバブル

■Xプライズ財団設立
競争により技術革新や開発を加速
投資家にアピール

■宇宙投資の始まり
ITの次は宇宙？
デニス・チトーによる宇宙観光開始も刺激

■NASAの側面支援
標準型実験ラックの開発
ユーザーコミュニティの形成
施設の提供
飛行サービスの購入
宇宙実験機器開発への支援

■宇宙利用市場の創出・拡大

LEOの商業化

■金融の専門家によるCOTSやCRSの仕組み作り
シリコンバレーの投資顧問がNASAに採用

■Skin in the game.と競争が基本理念
資金投入により100%政府予算に頼らない

■マイルストン方式
開発ステップ達成ごとの支払い

■価格設定（Fixed Price)

■競争原理の導入
数社が競争
NASAに選定されていない企業もSAAにより（資
金提供なしでも）開発を継続

■簡素化
ペーパーワークの削減でコスト減、時間を開発に

■CRSで飛行サービスをまとめて購入
オーダーブックを示すことにより宇宙投資を促進

サブオービタル
民間主導による新しい宇宙プラットフォーム

オービタル
発注方式から飛行サービス購入に転換



ヴァージンギャラクティック社スペースシップ２



米の商業スペースポート



スペースポートアメリカ
©Spaceport America



名称 場所 所有・運営 施設

カリビアンスペースポート
オランダ領キュラソ
（カリブ海）

スペースエクスペリエンス社 商業空港としての基本施設

醴泉宇宙センター
Yecheon Astro Space Center

韓国醴泉 醴泉宇宙センター
スペースポートとしての一部の施
設

スペースポートシンガポール チャンギ空港 シンガポール国家空港機構 国際ハブ空港としての基本施設

スペースポートバルセロナ スペインカタルニア エアロポートカタルニア 商業空港としての基本施設

スペースポートスウェーデン キルナ

スペースポートスウェーデン
（スウェーデン宇宙会社、アイ
スホテル、LFVグループ（キル
ナ空港）、プログレスム社）

スペースポートとしての基本施設

スペースポートロリスタッド オランダ スキポールグループ 一般空港としての基本施設

スペースポートマレーシア マレーシア・マラッカ 宇宙旅行協会マレーシア支部
スペースポートに必要な施設を
今後建設予定

アブダビスペースポート アブダビ バージンギャラクティク社
科学研究センター、宇宙教育関
連施設、小型衛星関連施設を今
後建設予定

米国外の商業スペースポート計画・構想

スペースフロンティアファンデーション



FAA/スペースフロリダの
サブオービタル市場調査

2012年前半に実施、7月に公開されたサブオービタル市場調査によると利用の80%は
宇宙旅行、10年間の売上げは年間1200億円を超える。



NASAの商業化政策

アリーステージ
イノベーション

ゲームチェン
ジング

テクノロジー

クロスカッティング
ケーパビリティ

デモンストレーション



オービタルサイエンス
COTS 290Mドル
CRS 1.9Bドル

商業貨物船開発
商業軌道輸送デモ(COTS)と商業補給サービス（CRS)

SpaceX
COTS 398Mドル
CRS  1.6Bドル

©Orbital Sciences©SpaceX



スペースX社

スペースX社はCOTSで278MドルCRS(商業補給サービス）で12回1.6Bドルの契約。COTSの
デモフライトの1回目は2010年12月に、2回目は2012年5月に実施した。当初、3回のデモ
ンストレーションを行う契約であったが、3回目のCOTSデモは2回目と合わせて行った。

©NASA



オービタルサイエンス

オービタルサイエンス 社はCOTSで170Mドル、 CRS(商業補給サービス)で8回1.9Bドル
の契約。2013年4月にCOTS1回目のデモを実施、2013年末に2回目が予定されている。

©NASA



商業有人宇宙技術開発(CCDev1)



商業有人宇宙技術開発(CCDev2)


